
　

二
〇
一
二
年
は
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド

友
好
年
で
あ
っ
た
。
両
国
の
外
交
関
係

樹
立
四
〇
周
年
、
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
関
係
樹
立
五
周
年
を
記
念
し
た

動
き
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・

タ
ン
・
ズ
ン
首
相
は
、
二
〇
一
一
年
七

月
五
日
に
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
に
属

す
る
イ
ン
ド
・
西
南
ア
ジ
ア
研
究
所

（V
ien

 N
gh
ien

 cu
u
 A
n
 D

o
 va 

T
ay N

am
 A
, In

stitu
te o

f In
d
ian

 

an
d
 S
o
u
th
w
est A

sian
 S
tu
d
ies

）

の
設
立
を
決
定
し
た
。
同
研
究
所
の
活

動
開
始
を
記
念
す
る
式
典
が
、
ベ
ト
ナ

ム
と
イ
ン
ド
の
外
交
関
係
樹
立
四
〇
周

年
（
一
九
七
二
年
一
月
七
日
〜
二
〇
一

二
年
一
月
七
日
）
を
迎
え
た
二
〇
一
二

年
一
月
七
日
、
ハ
ノ
イ
で
挙
行
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一

日
に
は
、
隔
月
刊
行
の
論
文
雑
誌
『
イ

ン
ド
・
ア
ジ
ア
研
究
』
の
発
行
開
始
式

典
が
催
さ
れ
た
。
節
目
の
年
と
い
う
要

素
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
背
景
の
ひ

と
つ
と
し
て
は
、
近
年
、
世
界
経
済
、

外
交
、
軍
事
面
に
お
け
る
中
国
の
台
頭

が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
南
シ
ナ
海
と
同
海
域
上

の
西
沙
諸
島
、
南
沙
諸
島
（
ベ
ト
ナ
ム

で
は
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ア
ン
サ
諸
島
、
チ
ュ

オ
ン
サ
諸
島
と
呼
称
）
を
め
ぐ
る
、
ベ

ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
な
ど
と

の
領
土
・
領
海
を
巡
る
主
権
争
い
も
、

世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
情
勢
下
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
イ
ン

ド
・
西
南
ア
ジ
ア
研
究
所
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
は
、
対
中
国
関
係
を
中
心
と
す

る
ベ
ト
ナ
ム
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
と

無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
イ

ン
ド
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い

る
の
か
を
考
察
す
る
ひ
と
つ
の
材
料
を

提
供
す
る
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
東
南
ア
ジ

ア
研
究
所
発
行
の
越
語
論
文
誌
『
東
南

ア
ジ
ア
研
究
』
二
〇
一
一
年
第
一
二
巻

に
掲
載
さ
れ
た
、
ゴ
ー
・
ス
ア
ン
・
ビ

ン
、
レ
ー
・
テ
ィ
・
ハ
ン
・
ガ
ー
両
研

究
員
（
イ
ン
ド
・
西
南
ア
ジ
ア
研
究
所
）

に
よ
る
「
新
し
い
背
景
に
お
け
る
ベ
ト

ナ
ム
・
イ
ン
ド
関
係
」（
以
下
、
ビ
ン
、

ガ
ー
論
考
）
と
題
す
る
論
考
を
紹
介
す

る
。
同
論
考
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
の

ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
関
係
を
、
①
政
治
・

外
交
、
②
経
済
、
③
文
化
・
教
育
・
科

学
技
術
、
④
安
全
保
障
・
国
防
と
い
う

四
つ
の
観
点
か
ら
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、紙
幅
の
制
限
の
た
め
、

上
記
③
を
除
く
、
抄
訳
と
い
う
形
で
同

論
考
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
原
文
の
注

は
出
所
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

原
文
の
ま
ま
記
す
。
ま
た
、
訂
正
の
必

要
が
確
認
さ
れ
た
部
分
は
あ
ら
か
じ
め

訂
正
し
、
説
明
が
必
要
と
判
断
し
た
箇

所
に
つ
い
て
は
、
訳
者
注
と
し
て
最
低

限
の
説
明
を
付
す
。
そ
れ
で
は
以
下
、

抄
訳
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

●
ビ
ン
、
ガ
ー
論
考
抄
訳

　

二
〇
〇
七
年
七
月
六
日
、
グ
エ
ン
・

タ
ン
・
ズ
ン
首
相
と
マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ

ン
・
イ
ン
ド
首
相
は
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

で
両
国
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

関
係
樹
立
に
正
式
に
合
意
し
た
。
こ
れ

は
、
両
国
が
関
心
を
共
有
す
る
す
べ
て

の
領
域
に
お
い
て
、
両
国
の
協
力
関
係

の
深
く
広
範
な
発
展
に
道
を
開
き
、
両

国
関
係
に
新
た
な
突
破
口
を
刻
印
す

る
、
重
大
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
チ
ュ
オ
ン
・
タ
ン
・

サ
ン
国
家
主
席
に
よ
る
イ
ン
ド
訪
問
時

の
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
二
日
に
調
印

さ
れ
た
、
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
共
同
声

明
に
お
い
て
、再
度
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン

ド
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係

は
、
一
日
の
事
象
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
、
イ
ン
ド
商
人
が
大
洋
を

越
え
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
（
そ
の
な
か

に
ベ
ト
ナ
ム
が
あ
っ
た
）
に
辿
り
着
い

た
、
紀
元
前
か
ら
の
長
期
的
な
歴
史
的

過
程
の
結
晶
で
あ
る
。
そ
の
さ
さ
や
か

な
始
ま
り
か
ら
、
イ
ン
ド
文
化
は
徐
々

に
北
部
・
中
部
・
南
部
を
含
む
広
大
な

地
域
に
広
ま
り
、
影
響
を
引
き
起
こ
し

た
。
そ
の
結
果
、
紀
元
後
最
初
の
一
〇

〇
〇
年
に
入
り
、
オ
ケ
オ
、
チ
ャ
ン
パ

の
よ
う
な
、東
南
ア
ジ
ア
で
最
も
早
く
、

輝
か
し
い
、
イ
ン
ド
化
さ
れ
た
文
明
を

形
成
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
幾
世
代
に

も
渡
る
関
係
は
、
後
の
時
期
の
ベ
ト
ナ

ム
と
イ
ン
ド
の
友
好
の
た
め
に
、
ひ
と

つ
の
確
か
な
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
こ
れ
ま
で
、
冷

戦
が
終
了
し
、
国
際
参
入
・
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
趨
勢
が
力
を
増
す
な
か
で
、
ベ

ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
関
係
は
顕
著
に
変
化

し
た
。も
し
以
前
で
あ
れ
ば
、ベ
ト
ナ
ム
・

イ
ン
ド
関
係
は
主
と
し
て
政
治
的
関
係

で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
政
治
、
経
済
、

文
化
・
教
育
、
科
学
技
術
、
安
全
保
障
・

寺
本　

実

新
時
代
の
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
関
係

―
ベ
ト
ナ
ム
人
研
究
者
の
考
察
―

ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト
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国
防
（an

 n
in
h
-q
u
oc ph

on
g

）
に

ま
で
拡
大
し
、
発
展
し
て
い
る
。
こ
の

段
階
で
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
関
係
を
促

進
し
て
い
る
重
要
な
要
素
は
、
ま
さ
し

く
一
九
八
六
年
か
ら
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
「
ド
イ
モ
イ
」
で
あ
り
、
一
九
九

一
年
の
イ
ン
ド
の「
経
済
改
革
」で
あ
り
、

特
に
そ
の
当
初
数
年
に
開
始
さ
れ
た

「
ル
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
政
策
（C

h
in
h
 

sach
 H
u
on
g D

on
g

）」
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
こ
れ

ま
で
の
、
政
治
、
経
済
、
文
化
・
教
育
・

科
学
技
術
（
紙
幅
の
制
限
の
た
め
、
以

下
で
は
省
略　

訳
者
注
）、
安
全
保
障
・

国
防
に
お
け
る
、
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド

関
係
の
理
解
に
集
中
す
る
。
そ
れ
を
通

し
て
、
新
し
い
時
期
に
お
け
る
ベ
ト
ナ

ム
・
イ
ン
ド
関
係
の
成
果
を
確
認
で
き
、

二
国
間
に
存
在
す
る
困
難
を
明
確
に
す

る
の
と
同
様
に
、
将
来
的
な
展
望
を
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
政
治
・
外
交

　

ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
関
係
に
お
い
て
、

政
治
的
関
係
は
歴
史
的
に
長
く
、
連
続

的
で
、
最
も
持
続
的
な
も
の
で
あ
る
。

冷
戦
後
、
両
国
政
府
は
、
二
国
の
経
済

発
展
、
国
際
参
入
に
最
も
効
果
的
に
資

す
る
た
め
に
、
政
治
的
関
係
を
新
た
な

レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
る
決
意
を
継
続
的

に
保
ち
、表
明
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
こ
れ
ま
で
の
ベ
ト

ナ
ム
と
イ
ン
ド
政
府
間
の
政
治
的
関
係

は
、
二
国
間
の
国
家
級
指
導
者
に
よ
る

相
互
訪
問
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
非
常
に
良
好
で
あ
っ
た
。
最
初
は

一
九
九
一
年
四
月
に
お
け
る
イ
ン
ド
の

Ｒ
・
ヴ
ェ
ン
カ
タ
ラ
ー
マ
ン
大
統
領
の

訪
問
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ド
・
ム
オ

イ
・
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
書
記
長
が
一
九

九
二
年
九
月
に
イ
ン
ド
を
訪
問
し
た
。

同
年
に
は
、
グ
エ
ン
・
マ
イ
ン
・
カ
ム

副
首
相
兼
外
相
も
イ
ン
ド
を
訪
問
し

た
。
そ
し
て
、
一
九
九
四
年
九
月
に
入

り
、
イ
ン
ド
の
ナ
ラ
シ
ム
ハ
・
ラ
オ
首

相
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
た
。
同
訪
問

は
、
両
国
関
係
の
本
当
に
新
た
な
一
里

塚
と
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
の
全

面
的
な
協
力
過
程
に
お
い
て
新
た
な
段

階
を
開
い
た
。
こ
の
訪
問
の
際
、
両
国

関
係
に
関
す
る
以
下
の
い
く
つ
か
の
重

要
協
定
に
調
印
し
た
。
二
重
課
税
回
避

協
定
、
両
国
大
都
市
に
お
け
る
領
事
館

追
加
開
設
に
関
す
る
協
定
、
海
外
諮
問

事
務
所
開
設
に
関
す
る
協
定
、
国
防
協

力
に
関
す
る
議
定
書
、で
あ
る
。
ま
た
、

ラ
オ
首
相
は
印
越
友
好
協
会
の
補
助
を

受
け
て
、
次
官
級
「
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン

ド
共
同
作
業
グ
ル
ー
プ
」
の
設
立
決
定

文
書
に
署
名
し
て
い
る
。

　

一
九
九
七
年
三
月
に
は
ヴ
ォ
ー
・

ヴ
ァ
ン
・
キ
エ
ッ
ト
首
相
が
イ
ン
ド
を

訪
問
し
、
両
国
関
係
に
新
た
な
活
力
を

吹
き
込
ん
だ
。
続
い
て
一
九
九
九
年
一

二
月
、
チ
ャ
ン
・
ド
ゥ
ッ
ク
・
ル
オ
ン

大
統
領
が
各
機
関
の
長
、
大
臣
、
次
官

を
含
む
訪
問
団
を
率
い
て
イ
ン
ド
を
訪

問
し
た
。こ
の
訪
問
に
お
い
て
両
国
は
、

各
領
域
で
の
協
力
関
係
を
新
た
な
レ
ベ

ル
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
よ
り
一
層

努
力
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
共
同
声
明

を
出
し
た
。
そ
し
て
、
両
国
は
以
下
の

重
要
文
書
に
調
印
し
て
い
る
。
信
用
協

定
、
投
資
奨
励
・
保
護
協
定
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
人

材
発
展
セ
ン
タ
ー
設
立
合
意
書
、
ベ
ト

ナ
ム
の
国
際
関
係
学
院
と
イ
ン
ド
外
交

学
院
間
の
協
力
合
意
書
、
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
入
り
、
二
一
世
紀
に

お
け
る
二
国
間
の
協
力
枠
組
み
作
り
の

た
め
に
、
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
宣
言
と
と
も

に
、
両
国
に
よ
り
多
く
の
利
益
を
も
た

ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
イ
ン
ド
と

ベ
ト
ナ
ム
は
二
国
間
協
力
と
地
域
協
力

を
結
び
つ
け
る
、
ガ
ン
ジ
ス
川
・
メ
コ

ン
川
地
域
協
力
枠
組
み
（
イ
ン
ド
、
ベ

ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
ラ
オ

ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ

た
、
メ
コ
ン
・
ガ
ン
ガ
協
力
＝
Ｍ
Ｇ
Ｃ

を
指
す
と
思
わ
れ
る　

訳
者
注
）
に
参

加
し
た
。

　

二
一
世
紀
に
入
り
、
ベ
ト
ナ
ム
・
イ

ン
ド
の
政
治
的
関
係
は
継
続
的
に
強
化

さ
れ
て
い
る
。
Ａ
・
Ｂ
・
ヴ
ァ
ジ
ュ
ペ

イ
ー
首
相
は
二
〇
〇
一
年
一
月
に
ベ
ト

ナ
ム
を
正
式
に
訪
問
し
た
。
二
〇
〇
三

年
五
月
に
は
、
ノ
ン
・
ド
ゥ
ッ
ク
・
マ

イ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
書
記
長
が
イ

ン
ド
を
訪
問
し
た
。
こ
の
訪
問
は
両
国

関
係
の
歴
史
に
お
い
て
新
た
な
一
里
塚

を
記し

る

す
も
の
と
な
っ
た
。
二
一
世
紀
に

お
け
る
両
国
間
の
全
面
的
な
協
力
の
枠

組
み
に
関
す
る
共
同
声
明
に
調
印
し
た

の
で
あ
る
。
同
共
同
声
明
は
、
二
一
世

紀
に
ベ
ト
ナ
ム
が
調
印
し
た
最
初
の
全

面
的
な
協
力
に
関
す
る
共
同
声
明
と

な
っ
た

　

ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
関
係
に
お
け
る

次
の
歴
史
的
節
目
は
、
二
〇
〇
七
年
七

月
の
グ
エ
ン
・
タ
ン
・
ズ
ン
首
相
の
イ

ン
ド
公
式
訪
問
で
あ
っ
た
。
同
訪
問
の

際
、
両
国
首
相
は
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
に
関

す
る
共
同
声
明
に
署
名
し
、
以
下
の
五

文
書
を
含
む
七
文
書
の
調
印
に
立
ち

会
っ
た
。
漁
業
と
水
産
養
殖
分
野
の
協

力
に
関
す
る
覚
書
、
ベ
ト
ナ
ム
科
学
・

技
術
省
と
イ
ン
ド
の
原
子
力
局
間
の
覚

書
、
両
国
外
国
代
表
機
関
に
割
り
当
て

る
土
地
と
財
産
交
換
に
関
す
る
覚
書
、

ダ
ナ
ン
に
お
け
る
英
語
訓
練
セ
ン
タ
ー

設
立
に
関
す
る
覚
書
、
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
関
係

に
お
け
る
高
級
レ
ベ
ル
の
訪
問
と
し
て
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は
、
二
〇
〇
九
年
の
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・

ゾ
ア
ン
副
国
家
主
席
、
二
〇
一
〇
年
の

グ
エ
ン
・
フ
ー
・
チ
ョ
ン
国
会
議
長
、

最
近
で
は
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
一
〜

一
三
日
の
チ
ュ
オ
ン
・
タ
ン
・
サ
ン
国

家
主
席
に
よ
る
訪
問
が
あ
る
（
同
時
期

の
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
一
日
〜
一
五

日
、
二
〇
一
一
年
一
月
の
第
一
一
回
ベ

ト
ナ
ム
共
産
党
大
会
で
書
記
長
に
選
出

さ
れ
た
グ
エ
ン
・
フ
ー
・
チ
ョ
ン
国
会

議
長
が
中
国
を
訪
問
し
て
い
る　

訳
者

注
）。
イ
ン
ド
側
か
ら
は
、
二
〇
〇
七

年
三
月
に
ソ
ー
ム
ナ
ー
ト
・
チ
ャ
タ

ジ
ー
下
院
議
長
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月

に
プ
ラ
テ
ィ
バ
・
パ
テ
ィ
ル
大
統
領
が

ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
、
二
〇
一
〇
年
一

〇
月
に
は
マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ
ン
首
相
が

イ
ン
ド
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
、
東

ア
ジ
ア
首
脳
会
議
へ
の
出
席
の
た
め

に
、
ま
た
、
二
〇
一
一
年
五
月
一
四
〜

一
七
日
に
は
ミ
ー
ラ
ー
・
ク
マ
ー
ル
下

院
議
長
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
た
。

　

現
在
の
よ
う
に
良
好
な
イ
ン
ド
・
ベ

ト
ナ
ム
の
政
治
的
関
係
は
、
こ
れ
ま
で

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
両

国
指
導
者
の
相
互
訪
問
、
各
種
協
定
、

新
た
な
合
意
文
書
の
調
印
は
、
二
一
世

紀
に
お
け
る
両
国
の
経
済
・
通
商
、
文

化
・
教
育
、
科
学
・
技
術
、
安
全
保
障
・

国
防
関
係
の
発
展
の
た
め
に
、
有
意
義

な
法
的
基
礎
を
形
成
し
て
い
る
。

●
経
済

　

ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
は
非
常
に
良
好

で
、
長
期
的
な
戦
略
性
を
有
す
る
政
治

的
関
係
を
共
に
し
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
、
経
済
通
商
分
野
で
は
、

相
応
し
い
形
で
実
現
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
一
九
九
〇
年
代
初
め
ま
で
、
両
国

間
の
経
済
通
商
交
流
は
、
非
常
に
小
さ

い
比
重
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

主
要
な
原
因
は
、
国
内
経
済
の
背
景
、

発
展
モ
デ
ル
、
両
国
の
対
外
政
策
に
お

け
る
優
先
事
項
が
、
経
済
交
流
の
発
展

の
た
め
の
条
件
を
形
作
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
状
況
は
変

わ
り
始
め
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
「
ド
イ
モ

イ
」、
イ
ン
ド
の
「
経
済
改
革
」
が
、

一
定
の
成
果
を
達
成
し
、
経
済
発
展
の

必
要
が
、
両
国
間
の
通
商
連
結
性
の
増

加
を
促
し
た
の
で
あ
る
。そ
れ
に
よ
り
、

両
国
は
協
力
分
野
の
拡
大
、
貿
易
と
投

資
の
比
重
増
大
に
努
め
始
め
た
。
こ
う

し
た
努
力
は
、
イ
ン
ド
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

協
力
、
メ
コ
ン
・
ガ
ン
ガ
協
力
の
よ
う

な
地
域
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
促

進
さ
れ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
の
通
商
関
係
に

お
い
て
留
意
す
べ
き
事
項
は
、
貿
易
収

支
が
継
続
的
に
イ
ン
ド
側
に
傾
い
て
い

る
こ
と
で
あ
る
（
表
1
参
照
）。

　

表
1
を
み
る
と
、
二
〇
〇
六
〜
〇
七

年
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
の
対
ベ
ト
ナ
ム

輸
出
額
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
輸
入
に

対
し
て
五
倍
超
に
な
っ
て
い
る
。
貿
易

収
支
が
イ
ン
ド
側
に
傾
き
、
両
国
の
貿

易
関
係
の
発
展
が
遅
い
原
因
は
、
両
国

の
輸
出
品
目
の
類
似
性
に
あ
る
。
イ
ン

ド
と
ベ
ト
ナ
ム
の
輸
出
品
目
リ
ス
ト
に

は
、共
に
衣
料
品
、お
茶
、米
、カ
シ
ュ
ー

ナ
ッ
ツ
、
履
物
、
胡
椒
、
海
産
物
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

投
資
分
野
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
は

も
と
も
と
ベ
ト
ナ
ム
に
早
く
か
ら
投
資

を
行
っ
て
き
た
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

イ
ン
ド
自
身
が
投
資
資
金
に
乏
し
く
、

外
国
投
資
を
積
極
的
に
奨
励
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
毎
年
、
イ
ン
ド
政
府

は
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
継
続
的
に
一
定

の
信
用
供
与
を
行
っ
て
い
る
。例
え
ば
、

一
九
九
六
〜
二
〇
〇
一
年
に
、
イ
ン
ド

は
農
業
、
農
林
産
物
加
工
計
画
、
冶
金
、

列
車
と
部
品
製
造
工
業
部
門
の
発
展
に

向
け
た
設
備
輸
入
の
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム

に
一
二
〇
〇
〜
一
五
〇
〇
万
ド
ル
相
当

の
信
用
を
供
与
し
た
。
二
〇
〇
一
年
末

ま
で
に
、
イ
ン
ド
は
一
〇
件
を
超
え
る

ベ
ト
ナ
ム
で
の
投
資
、
合
弁
案
件
を

持
っ
て
い
た
。O

N
G
C
 V
id
esh

（
国

営
の
国
際
石
油
天
然
ガ
ス
公
社　

訳
者

注
）、E

ssar G
ro
u
p

（
鉄
鋼
、
石
油
・

通
信
・
電
力
な
ど
の
分
野
で
事
業
を
展

開
す
る
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト　

訳
者

注
）、G

o
d
rej L

im
ited

（
コ
ン
グ
ロ

マ
リ
ッ
ト
のG

o
d
rej G

ro
u
p

。
ベ
ト

ナ
ム
で
は
ス
チ
ー
ル
家
具
な
ど
を
生

産
、
販
売　

訳
者
注
）、Ran

b
axy

（
製

薬
会
社
）
は
、
イ
ン
ド
の
ベ
ト
ナ
ム
に

対
す
る
重
要
な
投
資
家
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
の
対
ベ
ト
ナ
ム
直

接
投
資
は
二
〇
〇
六
年
に
九
六
億
七
六

〇
〇
万
ド
ル
（IP

C
S
 S
p
ecial R

e-

p
o
rt, N

o
. 5

7
, Ju

ly 2
0
0
8

）
と
規

模
と
し
て
は
小
さ
く
、
依
然
と
し
て
両

国
の
潜
在
性
に

相
応
し
く
な

い
。

　

上
述
の
状
況

の
克
服
に
向
け

た
両
国
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ

り
、
こ
こ
数
年

の
ベ
ト
ナ
ム
と

イ
ン
ド
の
経
済

関
係
は
非
常
に

積
極
的
な
変
化

を
み
せ
て
い

る
。
イ
ン
ド
と

ベ
ト
ナ
ム
間
の

貿
易
額
は
、
二

〇
〇
六
〜
二
〇

〇
七
年
に
一
〇

億
ド
ル
を
超

え
、
二
〇
〇
八

表1　インドとベトナム間の貿易関係（単位：100万ドル）
2002～03年 2003～04年 2004～05年 2005～06年 2006～07年

インドの対ベトナム輸出額 337.39 410.43 555.96 690.68 981.84
輸出増加率（％） 21.65 35.64 24.32 42.16
インドの対ベトナム輸入額 29.18 38.21 86.50 131.39 167.52
輸入増加率（％） 30.95 126.35 51.89 27.50

（出所） Ngan hang du lieu xuat nhap khau, Van phong Thuong mai, Bo Thuong mai va Cong nghiep, Chinh phu An Do, 
http://commerce.nic.in/eidb/default.asp.
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年
に
は
、
対
ベ
ト
ナ
ム
投
資
上
位
一
〇

カ
国
入
り
を
果
た
し
た
。
二
〇
〇
九
年

の
イ
ン
ド
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由
貿
易
協

定
の
調
印
は
、
イ
ン
ド
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
と
の
協
力
に
新
た
な
機
会
を
開
き
、

そ
の
な
か
に
ベ
ト
ナ
ム
も
含
ま
れ
て
い

る
。
以
降
こ
れ
ま
で
、
ベ
ト
ナ
ム
・
イ

ン
ド
の
貿
易
額
は
か
な
り
印
象
的
に
伸

び
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
ベ
ト
ナ
ム
・

イ
ン
ド
の
貿
易
額
は
二
七
億
五
〇
〇
〇

万
ド
ル
に
達
し
、
前
年
比
三
四
・
三
％

増
加
し
た
。
二
〇
一
一
年
初
め
の
四
カ

月
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
間

の
貿
易
額
は
、
一
二
億
六
二
〇
〇
万
ド

ル
に
達
し
、
前
年
同
期
比
四
二
％
上
昇

し
た
。
二
〇
一
一
年
に
お
け
る
二
国
間
の

目
標
貿
易
額
は
四
〇
億
ド
ル
で
あ
る

（S
aigo

n
 T
im
es, S

u
n
d
ay, 1

4
th
 

A
u
gu
st, 2

011

）。
二
〇
一
一
年
四
月

ま
で
に
イ
ン
ド
は
、
五
二
件
、
登
録
資

本
総
額
二
億
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
対
ベ

ト
ナ
ム
投
資
案
件
を
持
つ
（h

ttp://

w
w
w
.vietn

am
plus.vn

）。
両
国
の
目

標
は
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
二
国
間
貿

易
額
を
七
〇
億
ド
ル
に
引
き
上
げ
る
こ

と
で
あ
る
（T

u
yen

 bo ch
u
n
g V

iet 

N
a
m
-A

n
 
D
o
 
2
0
1
1
, 
th

e
o 

T
T
X
V
N

）。

●
安
全
保
障
・
国
防

　

安
全
保
障
・
国
防
上
の
ベ
ト
ナ
ム
・

イ
ン
ド
関
係
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
に
と
っ

て
も
イ
ン
ド
側
に
と
っ
て
も
か
な
り
新

し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ド

の
冷
戦
期
に
お
け
る
非
同
盟
に
端
を
発

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九

〇
年
代
か
ら
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
異
な

る
理
由
に
よ
り
、
安
全
保
障
・
国
防
協

力
は
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
両
国
に
と
っ

て
特
別
な
重
要
性
を
持
つ
協
力
分
野
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
四
年
に
入
り
、
安
全
保
障
・

国
防
上
の
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
関
係
は
、

国
防
協
力
に
関
す
る
覚
書
へ
の
調
印
に

と
も
な
っ
て
確
立
さ
れ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
至
り
、

特
に
一
九
九
八
年
に
イ
ン
ド
が
核
兵
器

実
験
に
成
功
し
た
後
、
ベ
ト
ナ
ム
・
イ

ン
ド
の
安
全
保
障
・
国
防
関
係
は
初
め

て
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。
イ
ン
ド
の

戦
略
分
析
家
に
よ
れ
ば
、
安
全
保
障
・

国
防
分
野
の
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
関
係

は
、「
中
国
要
素
（n

h
an
 to “T

ru
n
g 

Q
u
oc ”

）」
に
関
わ
る
要
因
に
よ
っ
て
、

主
に
促
進
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
と
ベ
ト
ナ

ム
は
陸
上
、
海
上
共
に
中
国
と
長
い
国

境
を
分
け
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中

国
は
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
と
国
境
地
域

の
係
争
を
抱
え
て
い
る
（
一
九
六
二
年

に
は
中
国
・
イ
ン
ド
国
境
戦
争
、
一
九

七
九
年
に
は
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
国
境
戦

争
）。
中
国
は
武
力
を
用
い
て
ベ
ト
ナ

ム
の
西
沙
（
ホ
ア
ン
サ
）
諸
島
を
占
拠

し
、
南
沙
（
チ
ュ
オ
ン
サ
）
諸
島
に
お

け
る
い
く
つ
か
の
島
を
非
合
法
に
侵

略
、
占
拠
し
た
。
同
時
に
中
国
は
、
イ

ン
ド
の
ア
ン
ダ
マ
ン
・
ニ
コ
バ
ル
諸
島

に
面
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
コ
コ
諸
島
に

海
軍
と
諜
報
の
た
め
の
基
地
を
築
き
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
西
方
海
岸
沿
い
に
位
置
す

る
ア
ン
ダ
マ
ン
海
地
域
を
侵
犯
し
た

（S
u
bh
ash

 K
ap
ila, 2

0
0
4
. In

d
ia-

V
ietn

am
 S
trategic P

artn
ersh

ip: 

: T
h
e C

on
vergen

ce of In
terest, 

S
o
u
th
 A

sia
 A

n
a
ly
sis G

ro
u
p
, 

A
p
r., P. 1

7
7

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド

は
、地
域
に
お
け
る
中
国
の
力
の
伸
長
、

膨
張
す
る
野
望
に
対
す
る
憂
慮
を
共
有

し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
イ
ン
ド
・

ベ
ト
ナ
ム
両
国
は
、
長
い
海
岸
線
を
持

つ
。
安
全
保
障
・
国
防
の
保
全
経
験
を

互
い
に
参
考
に
し
、協
力
す
る
こ
と
は
、

不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
海
賊
問
題
や
テ

ロ
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
経
済
発
展
に
害
を
引
き
起
こ
す
多
く

の
問
題
が
存
在
す
る
時
代
に
お
い
て
は

そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
点
の
た

め
、
将
来
に
お
け
る
と
同
様
に
現
在
に

お
い
て
、
中
国
、
そ
し
て
得
体
の
知
れ

な
い
闇
の
勢
力
（n

h
u
n
g th

e lu
c 

d
en
 to

i

）
に
由
来
す
る
危
機
に
対
処

す
る
た
め
に
、
イ
ン
ド
と
ベ
ト
ナ
ム
は

安
全
保
障
・
国
防
戦
略
に
関
す
る
類
似

性
を
自
然
に
持
つ
に
至
っ
た
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン

ド
の
安
全
保
障
・
国
防
関
係
は
、
実
際

に
は
一
九
九
八
年
か
ら
強
く
促
進
さ
れ

て
き
た
。
イ
ン
ド
が
核
兵
器
実
験
に
成

功
し
た
後
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
一
日

〜
四
日
ま
で
イ
ン
ド
の
著
名
な
軍
艦

ラ
ー
ジ
プ
ー
ト
、
デ
リ
ー
、
カ
ン
ジ
ャ

ル
が
ベ
ト
ナ
ム
友
好
訪
問
を
実
行
し
た

（
一
九
九
八
年
五
月
一
一
、
一
三
日
に

イ
ン
ド
に
よ
る
核
実
験
が
実
施
さ
れ
て

い
る　

訳
者
注
）。
そ
の
後
、
多
く
の

両
国
軍
高
級
指
導
者
に
よ
る
訪
問
が
行

わ
れ
て
い
る
。
一
九
九
八
年
一
一
月
に

は
Ｒ
・
Ｋ
・
ソ
ー
ハ
ニ
ー
・
イ
ン
ド
陸

軍
情
報
局
長
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
、

一
九
九
九
年
九
月
に
は
マ
ー
イ
・
ス
ア

ン
・
ヴ
ィ
ン
海
軍
中
将
が
イ
ン
ド
を
訪

問
し
て
い
る
。
特
に
、
フ
ァ
ン
・
ヴ
ァ

ン
・
チ
ャ
ー
国
防
相
の
招
き
に
よ
り
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
に
イ
ン
ド
の
ジ
ョ
ー

ジ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
国
防
相
が
ベ
ト

ナ
ム
を
訪
問
し
た
際
に
は
、ベ
ト
ナ
ム
・

イ
ン
ド
の
安
全
保
障
・
国
防
協
力
は
一

段
階
引
き
上
げ
ら
れ
た
。同
訪
問
の
際
、

両
国
は
国
防
分
野
に
関
す
る
い
く
つ
か

の
合
意
文
書
に
調
印
し
た
の
で
あ
る
。

な
か
で
も
特
に
重
要
な
の
は
、
以
下
の

内
容
を
含
む
軍
事
協
力
に
関
す
る
新
た

な
議
定
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
と
は
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次
の
よ
う
な
事
項
で
あ
る
。

・ 

ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
間
の
国
防
相
級

の
経
常
的
対
話
の
た
め
の
枠
組
み
の

制
度
化
。

・ 
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
間
の
国
防
相
級

経
常
対
話
の
実
施
。

・ 

ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
間
の
海
軍
合
同

演
習
の
実
施
（
海
上
警
察
も
含
む
）。

・ 

イ
ン
ド
空
軍
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
人
民

空
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
訓
練
（In

d
ian

 

N
ew

s A
gen

cy, In
d
ia-V

ietn
am

 

d
efen

ce p
act, T

h
e T

rib
u
n
e, 

2
8
/3
/2
0
0
0

）。

　

前
記
の
内
容
は
、
イ
ン
ド
が
戦
略
的

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
重
要
な
ス

テ
ッ
プ
と
い
え
る
。
目
的
と
は
、
ベ
ト

ナ
ム
が
安
全
保
障
分
野
で
イ
ン
ド
と
協

力
で
き
る
よ
う
に
、ベ
ト
ナ
ム
が
強
く
、

よ
り
自
信
を
持
て
る
軍
事
力
を
建
設
す

る
こ
と
で
あ
る
。そ
の
他
に
イ
ン
ド
は
、

海
軍
、
海
上
警
察
、
空
軍
の
技
術
系
職

員
、
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
技
術
専
門
家
と
同

様
に
、
戦
艦
と
哨
戒
機
の
艦
隊
能
力

（d
o
i ta

u
 ch

ie
n
 V
a
 m

a
y
 b
a
y 

tu
an
 tra

）
の
向
上
と
構
築
を
支
援
し

て
い
る
。

　

現
在
、
南
シ
ナ
海
の
問
題
が
浮
上
し

て
お
り
、
イ
ン
ド
は
ベ
ト
ナ
ム
と
安
全

保
障
・
国
防
協
力
を
強
化
、
拡
大
す
る

た
め
の
好
機
と
捉
え
、
潜
水
艦
乗
船
員

訓
練
の
た
め
に
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援
し
、

超
音
速
対
艦
ミ
サ
イ
ル
「
ブ
ラ
モ
ス
」

を
ベ
ト
ナ
ム
に
売
却
す
る
準
備
を
し
て

い
る
（
ブ
ラ
モ
ス
は
イ
ン
ド
と
ロ
シ
ア

の
共
同
開
発
に
よ
る
超
音
速
巡
航
ミ
サ

イ
ル　

訳
者
注
）。
ま
た
イ
ン
ド
は
、

時
折
、
戦
艦
を
南
シ
ナ
海
に
派
遣
し
、

ベ
ト
ナ
ム
海
軍
と
合
同
演
習
を
行
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
は

カ
イ
ン
ホ
ア
省
の
ニ
ャ
チ
ャ
ン
港
に
イ

ン
ド
海
軍
が
長
期
的
に
駐
留
す
る
た
め

の
準
備
を
行
っ
て
い
る
（
カ
イ
ン
ホ
ア

省
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
南
沙
諸
島
を

所
管
す
る
省　

訳
者
注
）。

　

こ
の
ほ
か
に
、
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド

両
国
は
、
気
候
変
動
、
環
境
汚
染
、
自

然
災
害
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
感
染
症
の
よ
う
な
非

伝
統
的
安
全
保
障
上
の
脅
威
に
効
果
的

に
処
す
る
た
め
に
協
力
を
強
化
し
て
い

る
。
近
年
の
イ
ン
ド
と
ベ
ト
ナ
ム
間
の

軍
事
協
力
レ
ベ
ル
は
、「
国
家
間
の
通

常
関
係
の
域
を
超
え
た
」
と
考
え
ら
れ

る
（h

ttp
://n

gh
ien

cu
u
b
ien

d
o
n
g.

vn
, V

i sao
 A
n
 D
o
 tan

g cu
o
n
g 

h
ien

 d
ien

 tai B
ien

 D
o
n
g?
 T
h
u
 

3
/2
0
/9
/2
0
1
1

）。

●
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
関
係
の
展
望

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
こ
れ
ま
で
、
ベ

ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
関
係
は
、
経
済
、
政

治
、
文
化
、
教
育
、
科
学
技
術
、
安
全

保
障
・
国
防
の
全
領
域
に
お
い
て
、
非

常
に
長
い
道
の
り
を
進
ん
で
き
た
。
今

日
、
両
国
は
経
済
発
展
と
繁
栄
の
道
を

自
信
を
持
っ
て
進
ん
で
い
る
。
二
国
間

関
係
の
変
遷
、
す
な
わ
ち
、
互
い
に
信

頼
し
理
解
し
あ
う
関
係
か
ら
、
全
面
的

な
協
力
関
係
、
そ
の
後
の
戦
略
的
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
へ
の
移
り
変
わ
り

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
よ
り
統
合
が
進

ん
だ
ひ
と
つ
の
世
界
に
お
け
る
転
換
を

反
映
し
て
い
る
。
貿
易
、
投
資
、
安
全

保
障
、
国
防
、
文
化
、
教
育
、
観
光
の

よ
う
な
分
野
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
・
イ

ン
ド
関
係
の
将
来
的
発
展
の
可
能
性
は

非
常
に
大
き
い
。
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
ラ
エ

駐
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
大
使
に
よ
れ
ば
、

ベ
ト
ナ
ム
は
引
き
続
き
石
油
ガ
ス
、
鉄

鋼
、
鉱
山
物
、
お
茶
、
砂
糖
、
食
品
加

工
、
情
報
技
術
育
成
の
分
野
で
活
動
す

る
イ
ン
ド
企
業
に
と
っ
て
魅
力
的
な
投

資
先
で
あ
り
続
け
る
（P

h
o
n
g van

 

D
ai su

 A
n
 D
o
 R
an
jit R

ae, B
ao
 

d
ien

 tu
 D

a
n
g C

o
n
g sa

n
 V
iet 

N
am

, 1
4
/8
/2
0
1
0

）。

　

ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
の
伝
統
的
関
係

に
由
来
す
る
幾
世
代
も
経
た
土
台
、
イ

ン
ド
の
ル
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
政
策
と
科

学
技
術
に
関
す
る
潜
在
能
力
、
ベ
ト
ナ

ム
の
ド
イ
モ
イ
は
、
両
国
関
係
推
進
の

多
く
の
機
会
を
も
た
ら
す
、
好
ま
し
い

要
素
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
共
同
体
の
形
成
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を

中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
多
方

面
に
お
け
る
関
係
の
発
展
は
、
ベ
ト
ナ

ム
・
イ
ン
ド
関
係
を
促
進
す
る
好
機
で

あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン

ド
関
係
は
依
然
と
し
て
多
く
の
試
練
に

直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
な

か
で
、
以
下
の
い
く
つ
か
の
主
な
困
難

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
互
い
の
国
に
関
す
る
情
報
の
不

足
が
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
は
数

千
年
に
も
わ
た
る
友
情
を
常
に
誇
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
我
々
が
互
い
に
知
っ

て
い
る
の
は
、
政
治
、
文
化
に
関
す
る

情
報
が
主
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
経

済
、
市
場
、
科
学
技
術
に
関
す
る
情
報

の
よ
う
な
、
両
国
関
係
に
本
当
に
欠
か

せ
な
い
、
実
際
的
効
果
を
も
た
ら
す
情

報
は
依
然
と
し
て
ご
く
限
ら
れ
て
い

る
。

　

イ
ン
ド
、コ
ル
カ
タ
、ジ
ャ
ダ
ヴ
プ
ー

ル
大
学
の
ト
リ
デ
ィ
ブ
・
チ
ャ
ク
ラ
ボ

ル
テ
ィ
博
士
に
よ
れ
ば
、「
イ
ン
ド
工

業
部
門
の
潜
在
力
、
発
展
に
関
す
る
ベ

ト
ナ
ム
に
お
け
る
理
解
不
足
は
驚
く
ほ

ど
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
会
社
は
イ
ン

ド
市
場
に
適
切
に
参
入
し
て
こ
な
か
っ

た
。
そ
の
一
方
、
イ
ン
ド
の
経
営
界
は

国
家
丸
抱
え
時
代
の
ス
タ
イ
ル
の
影
響

を
受
け
て
お
り
、
開
放
経
済
体
系
に
お
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け
る
競
争
性
を
示
せ
て
い
な
い
」

（T
rid
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h
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m
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n
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u
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o
u
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-

n
o
m
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o
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n
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o
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d
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a
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V
o
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o
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）。

　

二
つ
め
に
、
両
国
間
の
交
通
の
便
に

関
す
る
困
難
が
あ
る
。
イ
ン
ド
と
ベ
ト

ナ
ム
は
民
間
航
空
協
定
を
締
結
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
執
筆
現
在
ま
で
両

国
間
の
直
行
便
は
存
在
し
て
な
い
。
残

念
な
こ
と
に
、
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
は

ア
ジ
ア
の
距
離
的
に
は
か
な
り
近
い
国

同
士
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
ハ
ノ
イ
ま
で
一
〇

時
間
か
ら
二
四
時
間
か
か
る
。
こ
れ
は

主
に
タ
イ
も
し
く
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
飛

行
機
を
乗
り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
緊
急
の
要

求
は
、
両
国
間
の
観
光
、
経
済
交
流
の

促
進
の
た
め
に
、
速
や
か
に
直
行
便
就

航
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
推
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

前
記
の
よ
う
な
展
望
と
困
難
を
背
景

に
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
一
〜
一
三

日
の
チ
ュ
オ
ン
・
タ
ン
・
サ
ン
国
家
主

席
の
イ
ン
ド
訪
問
と
そ
の
際
の
共
同
声

明
の
調
印
は
、
両
国
の
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
強
化
と
向
上
へ
の

決
意
を
示
し
て
い
る
。

　

両
国
は
、
政
治
、
国
防
、
安
全
保
障
、

経
済
、
文
化
、
人
材
育
成
に
関
す
る
協

力
を
中
核
と
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
戦

略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
が
含
む

内
容
（n

o
i h

am

）
を
力
強
く
強
化
す

る
こ
と
で
一
致
し
た
。
同
時
に
、
両
国

指
導
者
は
、
地
域
と
国
際
関
係
に
お
い

て
変
化
す
る
経
済
・
政
治
状
況
を
考
慮

し
て
、
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
計
画

を
加
え
、
新
た
な
領
域
に
協
力
を
広
げ

る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。
二
〇
一

一
年
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
、
ベ
ト
ナ

ム
社
会
科
学
院
イ
ン
ド
・
西
南
ア
ジ
ア

研
究
所
、
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
企
業

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
情
報
・
通
信
技
術
に
関

す
る
高
級
人
材
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
A
R
C

‐

I
C
T
）
の
設
立
と
い
っ

た
イ
ン
ド
関
連
の
動
き
や
、
ハ
ノ
イ
に

文
化
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
と
の
イ
ン

ド
の
声
明
は
、
両
国
関
係
に
お
い
て
、

多
く
の
将
来
的
発
展
の
可
能
性
を
広
げ

る
も
の
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
ビ
ン
、
ガ
ー
論
考
の
抄
訳

を
記
し
て
き
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
が
最
重
視
す
る
外
交
関
係

の
ひ
と
つ
に
、国
境
を
接
す
る
ラ
オ
ス
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
と
い
っ
た
近
隣
諸

国
、
続
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
関

係
が
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
外
相
が
毎
年

ベ
ト
ナ
ム
紙
面
で
示
す
外
交
活
動
の
年

次
総
括
で
も
、
こ
れ
ら
諸
国
と
の
外
交

関
係
に
最
初
に
言
及
す
る
傾
向
が
あ

る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
対
イ
ン
ド
関

係
は
、
二
〇
〇
八
〜
一
〇
年
の
外
交
活

動
総
括
で
は
、
対
ア
メ
リ
カ
関
係
よ
り

も
後
に
言
及
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一

一
年
の
外
交
総
括
で
は
そ
の
順
序
が
逆

転
し
た
。
イ
ン
ド
と
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
た
二
〇
〇

七
年
の
外
交
総
括
で
も
同
様
の
取
り
扱

い
が
見
ら
れ
た
が
、
対
イ
ン
ド
関
係
重

視
の
趨
勢
を
示
す
も
の
と
し
て
、
注
目

さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
地
理
的
に
ベ
ト
ナ
ム
の
首

都
ハ
ノ
イ
は
北
部
に
位
置
し
、
首
都
ハ

ノ
イ
か
ら
越
中
国
境
ま
で
二
〇
〇
キ
ロ

も
離
れ
て
い
な
い
。
ハ
ノ
イ
人
文
・
社

会
科
学
大
学
よ
り
も
二
年
先
立
つ
二
〇

〇
〇
年
に
南
部
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
人
文
・

社
会
科
学
大
学
に
イ
ン
ド
部
門
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
も
、
故ゆ

え

な
し
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　

独
立
と
自
由
を
尊
ぶ
ベ
ト
ナ
ム
に

と
っ
て
、
隣
の
大
国
・
中
国
と
の
距
離

感
は
常
に
微
妙
な
問
題
を
持
つ
。
近
づ

き
過
ぎ
れ
ば
独
立
性
を
損
な
わ
れ
か
ね

な
い
し
、
緊
張
水
域
に
入
れ
ば
圧
力
が

よ
り
強
ま
る
。

　

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
対

中
国
関
係
を
他
の
諸
大
国
と
の
関
係
フ

レ
ー
ム
に
引
き
入
れ
、
そ
の
影
響
力
を

緩
和
、
均
衡
さ
せ
、
中
国
を
「
牽
制
」

す
る
た
め
に
も
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、

日
本
、欧
州
諸
国
と
の
関
係
と
並
ん
で
、

イ
ン
ド
と
の
関
係
の
発
展
・
強
化
は
、

ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持

つ
。
こ
う
し
た
現
実
的
な
文
脈
を
基
礎

と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
対
イ
ン
ド
外
交

は
今
後
も
立
案
、
遂
行
さ
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
て
ら
も
と　

み
の
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
研
究
グ
ル
ー
プ
）

﹇
付
記
﹈

　

本
稿
は
、
越
印
関
係
に
関
す
る
ベ
ト

ナ
ム
側
の
論
考
を
生
の
形
で
紹
介
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
示
唆
さ
れ
た
南
ア
ジ

ア
研
究
者
佐
藤
宏
氏
の
ご
提
案
を
受
け

て
、
構
成
そ
の
他
を
考
案
、
執
筆
し
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
イ
ン
ド
人
氏
名
、

機
関
名
な
ど
に
つ
い
て
同
氏
か
ら
ご
教

示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。
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